
　
広
島
県
議
会
は
、十
二
月
定
例
会
を
十
二
月
六

日
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
の
十
三
日
間
の
会

期
で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
十
九
年
度
広
島
県

一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
特
別
職
の
職
員
等
の
給

与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
、「
警
察
署
の
名
称
、位
置
及
び

管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、九
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と
し
て
い
た

「
平
成
十
八
年
度
決
算
認
定
」
な
ど
の
知
事
提
出

議
案
の
ほ
か
、議
員
提
案
に
よ
る
「
広
島
県
政
務

調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
や
「
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、旅
費
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
、「
国
の
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
求
め
る
意

見
書
」
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、八
十

議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、財
政
健
全
化
へ
の
取
り

組
み
な
ど
の
県
行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、

九
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

各
常
任
委
員
会
及
び
地
方
分
権
改
革
推
進
特
別

委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど

に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
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可決

認定

可決

可決

同意

12月定例会12月定例会
●平成平成1818年度歳入年度歳入・歳出決算歳出決算を認定認定
●議員提案議員提案による「広島県政務調査費広島県政務調査費の交付交付に関する条例条例の一部一部を改正改正する条例条例」、
「特別職特別職の職員等職員等の給与、給与、旅費及旅費及び費用弁償費用弁償に関する条例条例の一部一部を改正改正する条例条例」を可決可決
●「特別職特別職の職員等職員等の給与給与の特例特例に関する条例条例の一部一部を改正改正する条例条例」を可決可決

●平成18年度歳入・歳出決算を認定
●議員提案による「広島県政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例」、
「特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例」を可決
●「特別職の職員等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例」を可決

十
二
月
定
例
会
の
概
要

12月 6日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

12月 7日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

12月11日～13日 本会議　［一般質問など］ 

12月14日 各常任委員会
地方分権改革推進特別委員会
　 

12月18日 本会議　［委員長報告、議案の採決など］ 
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　…………………… 
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可決された
意見書

● 平成19年度補正予算
● 平成18年度決算
● 条例案

 
 
 
 
● 人事案件
● その他の議案

● 意見書案
● 請願

●特別職の職員等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例、職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例
厳しい財政状況等を総合的に勘案し、特別職の報酬・給料等及び一般職の給料等を減額する特例措
置などを行うための条例改正案を可決しました。特例措置は平成20年4月から22年3月までの2
年間となっています。（3面・4面に関連記事） 
●警察署の名称、位置及び管轄区域に関する条例の一部を改正する条例
福山市北部地域の治安対策を強化するため、平成20年4月1日から福山市に新設する警察署の
名称、位置及び管轄区域を定めるなどの条例改正案を可決しました。 

【知事提案によるもの】

●広島県政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例
政務調査費のさらなる透明性の向上を図るため、収支報告書に証拠書類の写しの添付を義務付け
るなど必要な改正を行うための条例改正案を可決しました。 
●特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
県議会議員が本会議や委員会に出席した場合の費用弁償について、交通手段及び経路の実態に応
じた交通費並びに公務諸費を支給するよう見直すための条例改正案を可決しました。 

【議員提案によるもの】



一
般
質
問
（
要
旨
）

●
１２
月
１１
日

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
１２
月
１２
日

松岡宏道議員 
自民刷新会議〈福山市〉 

まつ おか ひろ みち 

金口　巖議員 
民主県政会〈尾道市〉 

かな くち      いわお 

森川家忠議員 
自民〈竹原市・豊田郡〉 

もり かわ いえ ただ 

浅野洋二議員 
公明党〈福山市〉 

あさ  の  よう  じ 

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
の
通
行

料
金
の
引
き
下
げ

問
大
規
模
な
自
然
災
害
等
が
多
発
し
て

お
り
、危
機
事
案
へ
の
的
確
な
対
応

に
よ
り
、生
命
・
財
産
を
守
る
必
要
が
あ
る
。

現
状
認
識
と
、緊
急
時
に
セ
ン
タ
ー
と
し
て

機
能
す
る
施
設
等
の
整
備
も
含
め
た
今
後
の

取
り
組
み
を
問
う
。

答
県
の
防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
お
り
、対
応
マ
ニュ
ア

ル
の
整
備
や
訓
練
の
充
実
、災
害
対
策
本
部

の
ス
ペ
ー
ス
、耐
震
性
な
ど
が
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。職
員
の
対
応
能
力
向
上
、防
災

拠
点
と
し
て
の
耐
震
性
の
確
保
な
ど
の
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー
機
能
を
早
期
に
整
備
す

る
よ
う
検
討
を
急
ぐ
な
ど
、体
制
の
強
化

に
努
め
る
。 

問
現
在
、瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
に
つ
い

て
は
、通
行
料
金
の
割
引
の
ほ
か
、地

元
尾
道
市
に
お
い
て
、沿
線
住
民
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
設

置
費
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
代

替
路
線
が
な
く
生
活
道
路
と
し
て
の
地
元
住

民
の
利
用
実
態
を
考
慮
す
れ
ば
、さ
ら
な
る

料
金
引
き
下
げ
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。

答
料
金
負
担
の
低
減
に
向
け
、本
県

も
出
資
金
や
直
轄
負
担
金
な
ど
応

分
の
負
担
を
し
て
い
る
。今
後
と
も
、愛
媛

県
や
沿
線
市
町
と
協
力
し
、よ
り
利
用
し

や
す
い
料
金
体
系
に
向
け
、国
な
ど
の
関
係

機
関
に
要
請
し
て
い
く
。 

問
将
来
の
活
力
に
つ
な
が
る
戦
略
的
な

施
策
と
、今
ま
で
光
が
届
き
に
く
か
っ

た
地
域
の
活
力
を
引
き
出
す
施
策
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
、元
気
な
広
島
県
づ
く
り
と
財

政
健
全
化
を
進
め
、併
せ
て
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
の
黒
字
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、県
の

予
算
編
成
方
針
を
問
う
。

来
年
度
予
算
の
編
成
方
針

防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
充
実

財
政
健
全
化
の
見
通
し

離
島
に
お
け
る
航
路
対
策

新
た
な
過
疎
対
策
の
予
算
へ
の
反
映

福
山
城
外
堀
遺
構
の
保
存

鞆
の
浦
の
世
界
遺
産
登
録

答
財
政
状
況
は
厳
し
い
が
、選
択
と
集

中
の
徹
底
に
よ
り「
元
気
挑
戦
プ
ラ

ン
」の
重
点
施
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
と「
元
気
な
広

島
県
づ
く
り
」の
推
進
の
両
立
を
目
指
す
。

特
に
新
た
な
過
疎
対
策
、人
材
の
育
成
、中

枢
拠
点
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
重
点
配
分
し
、

併
せ
て
、可
能
な
限
り
県
債
の
発
行
を
抑

制
し
て
決
算
段
階
で
の
黒
字
化
に
努
め
る
。 

問
道
路
整
備
の
完
成
が
遅
れ
る
な
ど
、

痛
み
を
伴
う
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
立
て
て
い
る
の
か
。

ま
た
、財
政
健
全
化
と
元
気
な
広
島
県
づ
く

り
の
両
立
に
向
け
た
知
事
の
力
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伺
う
。

答
現
行
の
地
方
財
政
制
度
は
国
の
方

針
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、県
財
政
の

将
来
見
通
し
を
現
時
点
で
確
定
的
に
示
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、で
き
る
限
り
展
望

を
示
せ
る
よ
う
努
力
す
る
。堅
固
な
財
政

基
盤
の
構
築
と
元
気
な
広
島
県
づ
く
り
の

二
つ
の
目
標
を
と
も
に
実
施
す
べ
く
、一
層
の

施
策
の
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
、重
点
施

策
に
思
い
切
っ
た
財
源
配
分
を
行
う
。 

プライマリー
バランスの黒字化

県債の元金償還額
と発行額

（臨時財政対策債
などを除く）

とのバランス。元金
償還額が発

行額より多くなると
黒字。

黒字：元金償還額＞
発行額

　　　　→ 県債残高
が減少

赤字：元金償還額＜
発行額

　　　　→ 県債残高
が増加

用語
解説

瀬戸内しまなみ海道

用語
解説

問
長
い
歴
史
の
面
影
を
留
め
る
鞆
の
浦

の
港
湾
施
設
は
、世
界
遺
産
の
核
と

な
り
う
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
通
信

使
の
通
っ
た
ル
ー
ト
を
世
界
遺
産
に
と
い
う

動
き
が
あ
る
中
、鞆
や
下
蒲
刈
島
の
三
之
瀬

港
が
ル
ー
ト
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
、世
界
遺

産
に
向
け
た
動
き
が
必
要
と
思
う
が
、教
育

長
の
見
解
を
伺
う
。

答
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
活
動
は

承
知
し
て
い
る
が
、そ
の
保
存
・
活
用

に
つ
い
て
は
、地
元
自
治
体
あ
る
い
は
住
民

の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。鞆

な
ど
の
歴
史
的
文
化
遺
産
が
適
切
に
保
護

さ
れ
て
い
く
よ
う
、地
元
自
治
体
な
ど
の
意

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。 

問
Ｊ
Ｒ
福
山
駅
前
の
整
備
事
業
に
伴
う

発
掘
調
査
で
福
山
城
外
堀
遺
構
が
出

土
し
た
が
、福
山
市
は
現
整
備
計
画
の
範
囲

内
で
遺
構
の
保
存
・
活
用
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
歴
史
的
価
値
の
高
い
遺
構
の
保

存
に
つ
い
て
、県
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
ち
、

ま
た
開
発
事
業
と
の
調
整
に
当
た
っ
て
、市
を

ど
う
指
導
・
助
言
し
て
い
く
の
か
教
育
長
に

伺
う
。

答
文
化
財
保
護
と
開
発
事
業
と
の
適

切
な
調
整
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、文
化
庁
な
ど
と
も
連

携
し
、福
山
市
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、石

垣
の
取
り
扱
い
や
保
存
・
活
用
の
具
体
的
方

法
な
ど
、必
要
な
助
言
や
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
く
。 

問
今
秋
、県
は
各
部
横
断
的
な
全
庁
組

織
と
し
て
「
新
過
疎
対
策
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
･
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
･
チ
ー
ム
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、各
部
と
積
極
的
な
調
整
を
図
り
、新

た
な
過
疎
対
策
が
来
年
度
当
初
予
算
に
確
実

に
反
映
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、ど
う
取
り

組
む
の
か
。

答
過
疎
地
域
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・チ
ー
ム
を
中
心
に
、総

合
的
か
つ
全
庁
的
検
討
を
進
め
て
い
る
。集

落
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
、医
師
確
保
、

耕
作
放
棄
地
の
保
全
、高
度
情
報
化
な
ど
、

緊
急
性
や
事
業
効
果
の
高
い
対
策
を
実
施

し
、先
導
的
・
効
果
的
な
過
疎
対
策
を
推
進

し
て
い
く
。 

問
離
島
航
路
は
島
民
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
交
通
手
段
だ
が
、過
疎
化
や
燃

料
高
騰
な
ど
で
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

地
元
等
の
自
助
努
力
だ
け
で
解
決
で
き
る
問

題
で
は
な
い
。
国
の
補
助
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
離
島
航
路
に
つ
い
て
、税
金
で
整
備
し
て

い
る
道
路
と
同
様
に
位
置
づ
け
て
支
援
を
行

う
べ
き
で
あ
る
が
、県
の
考
え
を
伺
う
。

答
本
年
度
の
生
活
交
通
の
補
助
制
度

見
直
し
に
よ
り
、一
定
の
条
件
が
整

え
ば
生
活
航
路
も
バ
ス
と
同
様
の
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
た
。住
民
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
生
活
交
通
で
あ
り
、取
り
巻
く
環

境
変
化
を
注
視
し
な
が
ら
、市
町
と
連
携

し
た
適
切
な
対
応
を
考
え
て
い
く
。 

新過疎対策推進

プロジェクト・チー
ム

地域間格差や小規模
高齢化集落の増加な

ど

の課題に迅速・的確
に

対応するため、各部
横

断的な全庁組織とし
て

昨年10月に設置。
新

たな過疎対策に関す
る

検討、企画・立案など
を

行う。

用語
解説

県政に関する質問から

紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

本会議では、12月11日・12日・13日の3日間、9人の議員が一般質問を行い、財政健

全化への取り組みや中山間地域・過疎地域の振興対策、防災・危機管理体制の充実、福祉・

医療の充実、教育問題など、県政が直面する様々な課題について、県民の視点に立った

論議を展開しました。

平成20（2008）年1月13日

福山城外堀遺構
用語
解説

■委員名簿　15人

委員長 

副委員長 

副委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

宮　 政利 

冨永 健三 

河井 案里 

中村 道徳 

緒方 直之 

日下 美香 

東　 保幸 

小林 秀矩 

大井 哲郎 

武田 正晴 

下原 康充 

浅野 洋二 

犬童 英徳 

平　 浩介 

小島 敏文 

1
財
政
健
全
化
に
当
た
っ
て
は
、

今
後
の
見
通
し
や
取
り
組
み

内
容
を
県
民
に
説
明
し
理
解

を
得
る
と
と
も
に
、本
県
の
活

力
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 

2
地
方
分
権
型
社
会
に
向
け
た

今
後
の
広
域
自
治
体
と
し
て

の
県
の
あ
り
方
や
役
割
に
つ
い

て
検
討
を
深
め
る
こ
と
。
 

3
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
は
、

家
庭
部
門
な
ど
の
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
に
向
け
、県
民
運

動
等
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
。
 

4
都
市
部
と
中
山
間
地
域
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
是
正
に

向
け
、産
科
医
師
の
確
保
な
ど

早
急
に
効
果
的
な
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
。
 

5
集
落
法
人
の
設
立
や
農
業
外

企
業
の
参
入
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、農
業
経
営
の
効
率
化

に
資
す
る
生
産
基
盤
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
。
 

6
県
産
材
の
消
費
拡
大
を
進
め

る
と
と
も
に
、森
林
の
公
益
的

機
能
発
揮
に
向
け
た
産
業
界

と
の
連
携
や
、ひ
ろ
し
ま
の
森

づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
た

森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
。
 

7
広
島
西
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、

期
限
を
定
め
て
早
急
に
広
島

市
や
経
済
界
と
協
議
を
行
う

こ
と
。
 

8
鞆
地
区
の
埋
立
架
橋
問
題
は
、

公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ
い

て
厳
正
に
判
断
す
る
こ
と
。
 

9
定
時
制
課
程
と
通
信
制
課
程

と
を
統
合
し
た
定
通
併
置
校

を
広
島
地
域
へ
早
期
に
設
置

す
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。
 

10
国
民
体
育
大
会
の
上
位
入
賞

を
目
指
し
、さ
ら
な
る
選
手
強

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、選
手

強
化
費
の
増
額
を
図
る
こ
と
。
 

11
観
光
振
興
に
当
た
っ
て
は
、観

光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
設
置
が

必
要
で
あ
り
、イ
メ
ー
ジ
戦
略

の
強
化
と
資
源
の
掘
り
起
こ

し
に
も
取
り
組
む
こ
と
。
 

12
女
性
が
安
心
し
て
相
談
等
が

で
き
る
よ
う
、交
番
へ
の
女
性

警
察
官
の
配
置
と
施
設
環
境

整
備
に
努
め
る
こ
と
。
 

主
な
質
疑
事
項

可決
付託議案の審査結果
平成18年度普通会計決算認定 （全会一致） 

●実質収支は23億9,900万円の黒字が生じるととも
に、単年度収支も17億5,500万円の黒字（会計処
理方法の変更に伴うもので、実質は赤字）となって
います。 

●県債の残高は2兆576億円と前年度に比べ387億
円増加し、公債費負担比率は19.7％と一般的な危
険ラインとされる20％に近く、高い水準にあります。 

●また、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は
91.5％で、前年度と比べ上昇しており、財政構造は
一層硬直化しています。 

●一般会計決算の状況

普通会計…一般会計と
公債管理特別会計など
14の特別会計の総称 

（単位：百万円） 

 

歳入総額 

歳出総額 

歳入歳出差引額（A） 

翌年度繰越額（B） 

実質収支額（C）=（A）－（B） 

平成17年度実質収支額（D） 

単年度収支額（E）=（C）－（D）  

財政調整基金積立金（F） 

財政調整基金取崩額（G） 

実質単年度収支（H）=（E）＋（F）－（G） 

金　額 区　分 

981,450 

 976,775 

4,675 

2,276 

2,399 

644 

1,755 

405 

44 

2,116

普
通
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
に
お
け
る
審
議
の
状
況

尾道

今治

瀬戸内瀬戸内
しまなみ海道海道
瀬戸内
しまなみ海道

尾道市と今治市（愛媛県）を結ぶ約60ｋｍの西瀬戸自動車道の愛称。普通車の通行料金は、現在
片道4,700円（基本
料金に対して28％
の割引）で、ＥＴＣ車
は最大41％の割引
となっている。

一昨年8月の試掘調査により、福山城外堀の石垣を確認。その後、二重櫓（にじゅうやぐら）・御水門（おみ
ずもん）を含む
舟入状遺構
の石垣も残
存している
ことが判明。



県議会 

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
１２
月
１３
日

佐藤一直議員 
つばさ〈広島市中区〉 

さ  とう いっ ちょく 

一
般
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
率
圧
縮

に
伴
う
今
後
の
対
応

問
本
県
の
特
産
品
に
つ
い
て
、全
国
に

知
れ
わ
た
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
県
が
先

頭
に
立
っ
て
、市
町
や
民
間
事
業
者
と
連
携

し
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、現
状
と

今
後
の
展
開
を
伺
う
。

答
特
産
品
を
紹
介
し
た
観
光
案
内
マ

ッ
プ
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
情
報
誌
な
ど

で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。本
県
特
産
品
を
全

国
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
に
は
、首
都
圏
で
の
Ｐ

Ｒ
が
重
要
で
あ
り
、デ
パ
ー
ト
等
で
行
う
物

産
展
へ
の
支
援
や
、東
京
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ

「
広
島
ゆ
め
て
ら
す
」の
広
告
塔
機
能
を
最

大
限
活
用
す
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。 

問
給
与
の
カ
ッ
ト
率
圧
縮
に
よ
り
生
じ

た
約
二
十
五
億
円
の
財
源
不
足
へ
の

財
源
対
策
と
し
て
、い
ま
一
度
、全
庁
を
挙
げ

て
縮
減
に
取
り
組
む
と
い
う
が
、今
ま
で
血

の
に
じ
む
よ
う
な
縮
減
策
を
講
じ
て
も
な
お

財
源
が
不
足
す
る
た
め
、最
後
の
手
段
と
し

て
職
員
給
与
を
カ
ッ
ト
す
る
の
が
本
来
の
姿

で
あ
る
。
県
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
も
懸
念
さ

れ
る
財
源
不
足
へ
の
対
応
を
伺
う
。

答
改
め
て
、全
庁
を
挙
げ
て
経
費
削
減

等
の
内
部
努
力
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、さ
ら
な
る
歳
入
確
保
の
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
で
対
応
す
る
。県
民
サ
ー
ビ
ス

に
し
わ
寄
せ
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
全

力
で
取
り
組
む
。 

井原　修議員 
フォーラム広島〈東広島市〉 

い  はら      おさむ 

問
医
師
不
足
の
中
で
も
特
に
深
刻
な
状

況
に
あ
る
の
が
、産
科
医
で
あ
る
。
ま

た
、特
に
若
い
産
科
医
は
女
性
の
比
率
が
非

常
に
高
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
産
科
医
療

を
守
る
た
め
、助
産
師
の
活
用
や
、女
性
医
師

の
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
現
在
の
医
師
不
足
の
中
で
、産
科
医

の
勤
務
環
境
を
改
善
し
、安
全
な

産
科
医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、助
産

師
外
来
や
院
内
助
産
所
の
開
設
は
有
効
な

対
策
の一つ
で
あ
り
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、育
児
中
の
女
性
医
師
に
配
慮
し
た

再
就
職
の
支
援
事
例
等
を
踏
ま
え
、女
性

医
師
の
離
職
防
止
や
再
就
職
の
支
援
策
に

つ
い
て
も
、引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。 

広
島
中
央
圏
域
の
医
療
提
供
体
制
の
充
実

広
島
県
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

職
員
削
減
の
取
り
組
み
状
況

助
産
師
の
活
用
と
女
性
医
師
対
策

問
東
広
島
市
を
中
心
と
す
る
広
島
中
央

圏
域
は
、医
療
提
供
体
制
の
整
備
が

ま
ち
の
発
展
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。
今
後
、同
圏
域
の
周
産
期
医
療
や
小
児

救
急
医
療
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
充
実
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
現
在
、東
広
島
市
に
お
い
て
、産
科

医
療
体
制
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
た
め

の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

東
広
島
市
等
と
連
携
を
図
り
、同
圏
域
に

お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備
・
充
実
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、中
心
的
な
役
割
を

担
う「
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
」の
充
実
に

つ
い
て
も
、積
極
的
に
国
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。 助産師外来、院内助産所産科医のバックアップのもと、助産師が中心となって妊婦健診や保健指導を行うシステムが助産師外来で、院内助産所では分娩の介助など

も助産師が行う。
緊急時には医師
が対応できるた
め、安心してお産
ができる。

用語
解説

　橋雅洋議員 
民主県政会〈安芸郡〉 

たか はし まさ ひろ 

問
最
近
の
食
品
の
偽
装
表
示
な
ど
に
対

す
る
消
費
者
の
不
安
や
不
信
感
を
解

消
す
る
に
は
、食
品
関
係
施
設
の
監
視
指
導

や
食
品
検
査
の
一
層
の
強
化
、分
か
り
に
く
い

食
品
表
示
の
見
直
し
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

食
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
「
食
品
の
安
全
に
関
す
る
推
進
プ
ラ

ン
」の
着
実
な
実
行
や
、本
県
独
自

に
創
設
し
た「
食
品
自
主
衛
生
管
理
認
証

制
度
」、農
林
水
産
物
の「
安
心
！ 
広
島
ブ

ラ
ン
ド
認
証
制
度
」の一
層
の
推
進
に
努
め
る
。

食
品
表
示
に
つ
い
て
は
、関
係
法
令
の
整
合

と
表
示
制
度
の
充
実
を
図
る
よ
う
、国
に

対
し
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。 

食
育
の
推
進

食
の
安
全
・
安
心
の
確
保

問
国
は
、「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
の

活
用
促
進
や
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
」
運
動
な
ど
、国
民
運
動
と
し
て
食
育
の
推

進
を
展
開
し
て
い
る
。
本
県
で
は
、本
年
九
月

に
食
育
推
進
計
画
案
の
中
間
ま
と
め
を
作
成

し
た
が
、今
後
ど
の
よ
う
に
食
育
を
推
進
し

て
い
く
の
か
、知
事
の
見
解
を
伺
う
。

答
計
画
案
で
は
、数
値
目
標
を
掲
げ
、

食
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
を
育
む

た
め
の
実
践
的
な
フ
レ
ー
ズ
を
定
め
る
と
と

も
に
、四
十
五
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方

策
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
て
い
る
。県
民
や

民
間
事
業
者
、関
係
団
体
な
ど
の
連
携
と

協
力
に
よ
り
、食
育
推
進
と
健
康
づ
く
り

を
一
体
に
し
た
県
民
運
動
と
し
て
着
実
に
発

展
さ
せ
、施
策
の
推
進
に
努
め
る
。 

食育推進計画
食育基本条例（平成18年10月制定）に基づき「広島県食育推進会議」が作成。計画期間は平
成20年度から24
年度までの5年間
で、本年度中に基
本方針・目標・施策
などをまとめる。

用語
解説

中村道徳議員 
自民刷新会議〈広島市安佐北区〉 

なか むら みち のり 

問
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る

こ
と
や
社
会
規
範
意
識
・
倫
理
観
を

高
め
る
こ
と
、他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や

感
謝
の
心
を
育
て
る
こ
と
な
ど
、家
庭
教
育

に
関
わ
る
こ
と
も
取
り
入
れ
た
「
地
域
教
育

憲
章
」
を
地
域
自
ら
が
制
定
し
、取
り
組
み
を

展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
地
域
に
お
い
て
、「
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
を
育
て
て
い
こ
う
」と
い
う
目
標

を
定
め
、家
庭
・
学
校
・
地
域
が一
体
と
な
っ
て

地
域
の
教
育
力
の
再
生
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。本
年
度
実
施
し
て
い
る
モ

デ
ル
事
業
の
成
果
を
県
内
に
普
及
す
る
こ

と
な
ど
を
通
じ
て
、家
庭
や
地
域
の
教
育
力

の
向
上
に
向
け
、地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。 

地
域
活
性
化
へ
の
支
援

地
域
教
育
憲
章
の
制
定

問
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、住
民

が
自
ら
の
個
性
と
地
域
の
資
源
を
活

か
す
こ
と
を
考
え
、創
造
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
地
域
が
活
性
化
に
向
け
て
議

論
し
、将
来
を
模
索
す
る
た
め
の
資
金
的
な

援
助
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
県
内
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
お
い
て
、

住
民
主
体
の
地
域
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、引
き
続

き
市
町
へ
の
支
援
を
行
い
、基
礎
自
治
体
と

住
民
が
協
働
・
連
携
し
て
地
域
運
営
を
行

う
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
。 

家庭や地域の教育力
少子化、核家族化、都市化、人間関係の希薄化などによる家庭や地域の教育力の低下が指摘されている。このため、地域ぐるみでの親の家庭教育支援、放課後や週末における子どもの学習・体験・交流活動、住民全体でのボランティア活動などが行われている。

用語
解説

松浦幸男議員 
自民〈尾道市〉 

まつ うら さち  お 

問
県
は
第
二
次
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
推

進
計
画
を
策
定
し
、平
成
十
七
年
度

以
降
の
五
年
間
で
、知
事
部
局
等
と
教
育
委

員
会
を
合
わ
せ
、二
、八
〇
〇
人
の
職
員
削
減

を
目
標
と
し
て
い
る
が
、現
在
ま
で
の
取
り

組
み
状
況
と
目
標
の
達
成
見
込
み
に
つ
い
て

伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
の
三
年
間
で
一
、五
一
一

人
を
削
減
し
、目
標
値
に
対
し
約

五
十
四
％
の
達
成
率
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
う

ち
、市
町
へ
の
権
限
移
譲
に
伴
う
職
員
数
の

削
減
は
、九
十
八
人
と
な
っ
て
い
る
。今
後
も
、

組
織
機
構
の
再
編
や
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
目
標
達
成
を
目
指
す
。 

問
県
内
で
は
じ
め
て
の
併
設
型
中
高
一

貫
教
育
校
と
し
て
開
校
し
た
県
立
広

島
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、崇
高
な
教
育
方

針
と
大
胆
な
中
期
目
標
を
立
て
て
、本
県
の

中
等
教
育
を
リ
ー
ド
す
る
学
校
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
教
育
長
に
伺

う
。

併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
の
成
果

答
生
徒
・
保
護
者
の
満
足
度
や
国
公

立
大
学
合
格
者
割
合
な
ど
の
数
値

目
標
を
お
お
む
ね
達
成
し
、六
年
間
を
見

通
し
た
教
育
指
導
の
も
と
、教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
た
結
果
と
と
ら
え
て
い
る
。

中
高
一
貫
教
育
校
の
特
性
を
活
か
し
、本
県

教
育
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
役

割
を
十
分
果
た
す
べ
く
、引
き
続
き
積
極

的
に
取
り
組
む
。 

併設型中高一貫

教育校

用語
解説

■委員名簿　15人

委員長 

副委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

松浦 幸男 

児玉 　浩 

佐藤 一直 

野村 常雄 

　橋 雅洋 

栗原 俊二 

中原 好治 

松岡 宏道 

川上 征矢 

辻　 恒雄 

中津 信義 

石橋 良三 

大曽根哲夫 

間所　 了 

渡壁 正徳 

【
病
院
事
業
会
計
】

1
広
島
病
院
と
安
芸
津
病
院
に

つ
い
て
は
、地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
へ
の
早
期
移
行
と
、

そ
の
実
質
的
な
効
果
を
確
保

す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
。
 

2
医
師
の
労
働
環
境
の
整
備
や

処
遇
の
改
善
に
努
め
、優
秀
な

医
師
の
確
保
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。
 

3
未
収
金
対
策
に
当
た
っ
て
は
、

引
き
続
き
法
的
措
置
な
ど
債

権
回
収
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、税
務

室
と
も
連
携
し
て
専
門
的
な

知
識
を
持
っ
た
民
間
事
業
者

等
の
活
用
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
 

4
瀬
戸
田
病
院
と
神
石
三
和
病

院
の
地
元
へ
の
移
管
に
つ
い
て

は
、地
域
に
お
け
る
役
割
や
地

元
の
意
向
を
十
分
考
慮
し
、

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
 

【
土
地
造
成
事
業
会
計
】

1
将
来
の
道
州
制
を
に
ら
ん
で

広
島
都
市
圏
・
備
後
都
市
圏
の

経
済
圏
や
産
業
集
積
を
拡
大

し
て
い
く
取
り
組
み
や
、積
極

的
な
企
業
誘
致
戦
略
が
必
要

で
あ
る
。
 

2
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は
、県

全
体
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、

一
般
会
計
と
の
連
携
の
あ
り
方

や
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
た
新
た
な
手
法
の
導
入
な

ど
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

3
企
業
誘
致
の
た
め
に
は
、事
業

用
地
の
確
保
だ
け
で
な
く
、関

連
イ
ン
フ
ラ
整
備
、設
備
投
資

補
助
金
、税
制
面
で
の
優
遇
措

置
な
ど
の
各
種
支
援
策
に
お

い
て
、弾
力
的
な
対
応
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

【
工
業
用
水
道
事
業
会
計
及
び

水
道
用
水
供
給
事
業
会
計
】

1
送
水
ト
ン
ネ
ル
の
内
部
点
検

の
実
施
や
老
朽
管
路
の
更
新

等
に
引
き
続
き
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、危
機
管
理

対
策
の
充
実
・
強
化
に
努
め
る

こ
と
。
 

2
水
道
施
設
運
転
管
理
業
務
の

外
部
委
託
な
ど
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
は
、現
場
実
務
研
修

を
は
じ
め
、体
系
的
な
研
修
を

実
施
す
る
な
ど
、職
員
の
技
術

力
の
維
持
・
向
上
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
 

主
な
質
疑
事
項

可決
付託議案の審査結果
平成18年度企業会計決算認定 （賛成多数） 企

業
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
に
お
け
る
審
議
の
状
況

病院事業会計においては、11億3,000万円
の純損失を生じており、これは平成１７年度の
純損失に比べ2億800万円減少しているも
のの、累積欠損金は257億700万円になっ
ています。 

工業用水道事業会計においては、600万円
の純利益を生じています。 

土地造成事業会計においては、53億5,700
万円の純損失を生じており、累積欠損金は
137億9,100万円となっています。 

水道用水供給事業会計においては、19億
2,900万円の純利益を生じています。 

●決算の状況 （単位：百万円） 

 

病院事業会計 

 

 
工業用水道事業 

会計 

 

土地造成事業 
会計 

 

水道用水供給事業 
会計 

純利益 区　分 

21,093 

 

2,416 

 

20,443 

 

9,097

19,963 

 

2,422 

 

15,086 

 

11,026

△1,130 

 

6 

 

△5,357 

 

1,929

 支出（費用） 収入（収益） 

企業会計…病院事業、
工業用水道事業、土地
造成事業、水道用水供
給事業の4会計 

職員給与のカット
本県の厳しい財政状況等を踏まえ、平成16年4月から職員の給料等を減額。本年度の一般職員の給与カットは見送ったが、来年度から2年間は次のとおり実施。

用語
解説

区　分
部局長級
室 長 級
一般職員

7.5％
5.5％
3.75％

削  減  率

同一の設置者により
中学校と高等

学校を併設した学校
。中学から高

校へは選抜を行わず
に入学でき、

6年間の計画的・

継続的な教育や特

色ある教育課程の

編成などが

できる。



大豆油インクを使用しています。

古紙配合率100％の再生紙を
使用しています。

あて先

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52  広島県議会事務局　調査課　企画法制室

ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局調査課企画法制室でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。

●本会議の傍聴●本会議の傍聴●本会議の傍聴
本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の受付ま
でお越しください。 
● 受付／午前9時～
● 先着順に50名まで

●委員会の●委員会のモニター視聴視聴●委員会のモニター視聴
委員会の審議状況が、議会棟1階のモニ
ターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～
● 定員36名（希望者多数の場合抽選）

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、
ホームページでお知らせします。

�������������	
�����
�����������������ホームページ

テレビ広報番組の配信…「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。

…本会議と予算特別委員会の会議録が登録されています。会議録の閲覧と検索
最新の

情報

を掲載
して

います
! 広島県議会

インターネット中継 …本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。

広島県議会 検索

可決可決された
意見書意見書
可決された
意見書

●
国
の
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
求
め
る
意
見
書

地
方
分
権
改
革
に
即
し
て
国
の
行
政
改
革
を
断
行
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

●
医
師
・
看
護
職
員
の
増
員
等
を
求
め
る
意
見
書

医
療
従
事
者
の
増
員
や
勤
務
環
境
に
関
わ
る
制
度
改
善
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

●
地
方
の
道
路
財
源
の
安
定
的
な
確
保
に
関
す
る
意
見
書

地
方
の
道
路
整
備
の
着
実
な
推
進
と
適
切
な
維
持
管
理
の
た
め
の
財
源
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

●
原
油
価
格
高
騰
に
対
す
る
緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書

中
小
事
業
者
な
ど
に
対
す
る
機
動
的
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

●
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

救
急
隊
が
行
う
救
急
処
置
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
施
策
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

●
地
方
議
会
議
員
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
に
関
す
る
意
見
書

地
方
自
治
法
に
議
員
の
職
責
・
職
務
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

12月18日議決

県民福祉の向上のため、国会や関係省庁
等に提出し、その実現を図るよう要望しました。

表彰  
全国都道府県議会議長会から次の議員が
自治功労者として表彰されました。

宇 田 　 伸  〈福山市／自民〉 

20年表彰受章者

10年表彰受章者
冨永　健三 
砂原　克規 

〈広島市佐伯区／自民刷新会議〉 

〈広島市西区／自民党立志会〉 

補
正
予
算
三
件
、条
例
案
六
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
職
員
の
給
与
抑
制
措
置
に
つ
い
て
、

「
財
政
健
全
化
に
向
け
た
新
た
な

具
体
化
方
策
」
の
計
画
実
施
に
影

響
が
生
じ
て
お
り
、そ
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
を
早
急
に
明
ら

か
に
し
、県
民
の
理
解
を
得
る
必

要
が
あ
る
。
 

●
本
年
度
予
算
に
対
し
、県
税
の
大

幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、引

き
続
き
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み

を
強
化
し
、プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
黒
字
化
に
一
層
努
力
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈公
営
企
業
会
計
等
に
お
け
る

起
債
の
繰
上
償
還
な
ど
 

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

常任委員会の動き常任委員会の動き

補
正
予
算
四
件
、条
例
案
五
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
十
六
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
自
然
公
園
等
の
施
設
の
利
用
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
、適
切
な

委
託
金
額
の
設
定
や
、指
定
管
理

者
と
連
携
し
た
施
設
機
能
の
充
実

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

●
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、市
町
や
医
師
会
な
ど
関
係
機

関
と
緊
密
な
連
携
を
と
り
、地
域

ケ
ア
体
制
の
整
備
・
充
実
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
 

●
肝
が
ん
撲
滅
に
向
け
、ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
の
総
合
的
な
対
策
の
推
進
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈青
少
年
の
ネ
ッ
ト
犯
罪
被
害

防
止
対
策
な
ど
 

農
林
水
産
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

建
設
委
員
会

建
設
委
員
会

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

12月14日開催

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
三
件
、条
例
案
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
指
定
管
理
者
の
選
定
に
当
た
っ
て

は
、利
用
者
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性

の
向
上
、経
費
節
減
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。
 

●
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
財

源
と
す
る
職
員
給
与
改
定
は
、大

い
に
疑
問
で
あ
り
、さ
ら
な
る
財

政
健
全
化
へ
向
け
た
努
力
が
必
要

で
あ
る
。
 

●
酪
農
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

継
続
的
な
経
営
が
可
能
と
な
る
よ

う
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈農
林
水
産
物
輸
出
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
十
一
件
、条
例
案
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
十
二
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
広
島
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
つ
い
て
、今
後
も
低
料
金
を
継

続
す
る
な
ど
他
港
と
の
競
争
力
を

確
保
し
、機
能
の
強
化
と
利
用
の

促
進
に
取
り
組
む
こ
と
。
 

●
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
、選

定
委
員
会
に
お
け
る
評
価
方
法
な

ど
を
応
募
業
者
に
十
分
周
知
す
る

と
と
も
に
、運
用
等
の
改
善
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
さ
ら
な
る
内
部
管
理
経
費
の
節
減

や
一
層
の
歳
入
確
保
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈道
路
、住
宅
、港
湾
施
設
等
の

適
正
管
理
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
 

原
案
可
決（
賛
成
多
数
） 

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
三
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
三
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　
不
採
択
 

●
指
定
管
理
者
の
選
定
に
当
た
っ
て

は
、経
費
削
減
だ
け
で
な
く
総
合

的
に
判
断
す
る
と
と
も
に
、提
案

さ
れ
た
事
業
内
容
を
着
実
に
実
行

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
い
じ
め
や
不
登
校
に
つ
い
て
は
、児

童
生
徒
の
実
情
を
把
握
し
て
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
適
切
に
対

応
し
、教
員
の
指
導
力
向
上
な
ど

に
よ
り
減
少
に
努
め
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈
教
員
の
超
過
勤
務
の
縮
減

な
ど
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
五
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
中
小
企
業
支
援
資
金
制
度
の
周
知
・

利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、適

切
な
経
営
診
断
等
に
よ
る
滞
納
の

未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
。
 

●
原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
中
小
企
業

に
影
響
が
生
じ
て
い
る
た
め
、経

営
相
談
窓
口
な
ど
の
利
用
促
進
を

図
り
つ
つ
、早
期
に
今
後
の
対
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
警
察
署
の
管
轄
変
更
に
伴
う
地
域

住
民
へ
の
周
知
を
徹
底
し
、万
全
の

体
制
で
円
滑
な
移
行
に
努
め
る
こ

と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈自
転
車
の
交
通
違
反
の
取
り

締
ま
り
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

政務調査費の透明性の向上・費用弁償の見直しについて
○政務調査費の透明性の向上 
・政務調査費の透明性をさらに向上させるため、平成
20年度に交付される政務調査費から、すべての支出
について、領収書などの証拠書類の写しを収支報告
書に添付することとしました。 
・また、統一的な取り扱いを行うため、「政務調査費事
務処理要領」を作成しました。 

○費用弁償（日額旅費等）の見直し
　議員が本会議や委員会に出席した場合に、費用弁償
として支給される定額の日額旅費を廃止し、平成
20年度から、交通手段や経路の実態に応じた交通
費と通信費などの「公務諸費」を支給することと
しました。 
 

　本県の危機的な財政状況等を踏まえ、平成11年1月
から実施している県議会議員の報酬の削減について、平
成20年4月以降も引き続き2年間継続することとし
ました。 
 
 
 

 
 
○約9.5億円を県財政に貢献
　平成20年3月までの削減効果は約7億円となっており、
その後2年間でさらに約2.5億円の削減額を見込んで
います。 

○全国トップクラスの削減率
　全国の都道府県議会では、本県を含め24議会が議員
報酬の削減を実施していますが、中でも本県議会は全
国第2位の大幅な削減措置を行っています。 

※　政令市のある13道府県のうち4道府県（上記の太字）が削減を行って
いますが、他の9府県は行っていません。

（参考）政令市議会議員の報酬削減状況
　さいたま市・京都市（5.0％）、仙台市（約1.9％）の
3市が削減を行っていますが、他の14市は行っていま
せん。

みんなで徹底しよう「三ない運動運動」

○政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ること（会
費などを、他の住民よりも多く支払うことなども
含みます）は、法律で禁止されています。また、
有権者が寄附を求めることも禁止されています。 

○違反して処罰されると、公民権停止の対象と
なります。 

みんなで徹底しよう「三ない運動」

●政治家は有権者に寄附を贈らない! 
●有権者は政治家に寄附を求めない! 
●政治家から有権者への寄附は受け取らない!

区　分 

議　長 

副議長 

議　員 

削 減 率 

15.0％

12.5％

12.5％

区　分 

議　長 

副議長 

議　員 

H11.1～ 
  H12.12  

H13.1～ 
    H16.3

H16.4～ 
    H20.3

H20.4～ 
    H22.3

15.0％ 

5％ 約8.1％ 12.5％ 

12.5％ 

15.0％ 

12.5％ 

12.5％ 

本県議会の報酬削減状況

区　分 都道府県名及び削減率 

削減なし 

5％未満 

10％以上 

5％以上～ 
10％未満 

23都府県 

都道府県議会議員の報酬削減状況

約7億円の削減効果 さらに約2.5億円 
の削減見込み

※　平成19年4月から期末手当も削減対象になっています。

島根県（15％）、広島県（12.5％）、 
北海道・茨城県・長野県・愛媛県・ 
鹿児島県（10％）　　　　　　　　　 計7道県 

青森県・千葉県・福井県（3％）、 
徳島県（2.5％）、高知県（約1.4％）、 
秋田県（1％）　　　　　　　　　　　　計6県 

滋賀県・岡山県（7％）、 
和歌山県（6％）、岐阜県（約5.9％）、 
福島県・栃木県・富山県・京都府・ 
鳥取県・山口県・香川県（5％）　　 計11府県 

平成19年10月1日現在

議員の報酬カットを継続


